
 

 

 

 

 

 

 

 

1｜               ｜経済･金融フラッシュ 2020-09-02｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

 

1． 結果の概要：7％台にとどまる 

9 月 1 日、欧州委員会統計局（Eurostat）はユーロ圏の失業率を公表し、結果は以下の通りとな

った。 

【ユーロ圏 19か国失業率（2020年 7月、季節調整値）】 

・失業率は 7.9％、市場予想1（8.0％）より下振れ、前月（7.7％）から微増した（図表 1） 

・失業者は 1279.3万人となり、前月（1244.9万人）から 34.4万人増加した 

 

（図表 1） 

 

（図表 2） 

 

 

2． 結果の詳細：非労働力人口となっていた人が失業者として顕在化しつつある 

今回の失業率は市場予想を 0.1％ポイント下回り 7.9％となった。6月対比では悪化したが、6月

の失業率（改定値）が 0.1％ポイント改善（6月改定前 7.8％→今回 7.7％）されたこともあり、7％

台にとどまっている。なお、5月分の改定値も 7.5％となり改定前（7.7％）と比べ改善されている。 

失業者数の変化は、7月は 34.4万人増となった。失業者数が増えはじめた 4月以降 7月までの 4

か月累計では 95.8 万人増であり、悪化速度は世界金融危機時（2008 年 9 月以降）と比較して遅い

（08年 9月以降の 4か月累計で 167.5万人）（図表 3）。 

若年者（25 才以下）の失業率は、7月 17.3％、6 月 17.2％（改定前 17.0％）、5月：16.7％（改

定前：16.5％）と推移しており、高水準にあるものの悪化ペースは鈍化している（前掲図表 2）。 

 
1 bloomberg 集計の中央値。以下の予想値も同様。 
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国別の失業率を見ると（図表 4）、6月はドイツ・フランス・イタリアといった大国を中心に 10か

国で失業率悪化、オーストリアなど 5 か国で失業

率改善となった。若年層（図表 5）は 7月のデータ

が開示されている国が少ないが、7か国で失業率悪

化、6か国で失業率改善が見られるなど、国によっ

てばらつきがあるものの、イタリアが 30％を超え

た（6月 29.6→7月 31.1％）ほか、スペイン（5月

38.9→6月 41.6→7月 41.7％）やポルトガル（21.4

→27.4→26.3％）が高い水準を維持しており、雇用

環境は悪化が続いていると評価できるだろう。 

（図表 4） 

 

（図表 5） 

 
（図表 6） 

 

（図表 7） 

 

 

月次データを公表しているイタリアとポルトガルを見ると、労働参加率が上昇しており、非労働

力人口となっており失業者としてカウントされてなかった人が労働市場に戻ってきており、失業率

悪化として顕在化するという傾向が続いていることが分かる（図表 6・7）。 

イタリアでは労働参加率が 4月の 62.3％から 7月には 64.2％まで上昇する一方で失業率が 7.3％

（4 月）から 9.7％（7 月）まで悪化した。同じく、ポルトガルでは労働参加率は 5 月の 63.6％か

ら 7 月には 65.3％まで上昇し、失業率は 5.9％（5 月）から 8.1％（7月）まで悪化した。一方で、

足もとまでの労働参加率の上昇幅は、コロナショック後の下落幅と比較して限定的であり、今後さ

らに、失業率の悪化として顕在化してくることが見込まれる。 
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（図表 3） 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提

供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。  
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